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　＜第 4回研究会＞

農業統計調査からみる中国現代史

松村　史穂

　中華人民共和国が成立する 1949年以前，中国
では，統一された基準に基づく全国的な農業統計
が存在しなかった。広大な国土と膨大な農業人口
を擁する中国では，綿密な調査を行うための費用，
人材，タイミングがそろうことは非常に困難だっ
たといえる。共産党政権はこのような厳しい前提
条件から出発しつつも，農業の実態を把握するた
めの統計調査制度を整備するべく模索した。本稿
ではその試みと限界，またそれらが中国現代史に
与えた影響を概観したい。

中国の耕地面積

　耕地面積，すなわち農業を行うために利用した
土地の面積は，農業統計のなかでも最も基礎的な
指標の一つである。現在の中国では，サンプル調
査と推計によってその数値を割り出している。し
かしながら，公表された数値が果たして実態に即
しているのか否かは，多くの研究者の議論の的
であった。こうしたなか，1995年，中国政府は，
衛星画像と航空写真という新しい技術を利用する
ことにより，耕地面積を計測した。上空から見る
と，農業に利用される土地の色は収穫期に急速に
変化する。この性質を利用して，耕地面積を測量
したのである。
　その結果，1995年には約 9,500万 haであった
耕地面積は，翌 96年には約 13,000万 haとなり，
37％も増加する結果となった。むろん，耕地面積
が一年間で大幅に増えたとは考えられず，従来の
統計調査方法が問題を含むものだという事実を明
白に示していた（図 1）。
　中国の農業統計はこのように 1990年代に至る

まで多くの問題を抱え，その統計数字には少なか
らぬ不備が存在する。以下では，1950年代初め
の土地改革，1950年代末の大躍進政策を取り上
げることにより，農業統計調査の問題点が各々に
及ぼした影響を概観する。

土地改革と農業統計調査（1950年代初）

　土地改革は 1940年代後半から 1950年代前半に
かけて行われた，中国共産党の土地政策である。
地主の土地所有権を没収し，従来の小作農に再分
配することにより，多数の自作農を成立させた。
このとき共産党は，「農業生産力に応じた徴税」
を実現するべく，農家の所有地の面積と地力を調
査する「査田定産」政策を，1950年から実施した。
具体的手順としては，省・県・郷・村からなる行
政単位のうち，県政府が「典型的」と思われる郷
をいくつか選定し，その郷の耕地面積と単位面積
当たり収量を調査することにより，郷全体の生産
量を推計する。これら「典型」郷のデータをもと
に，県政府は県全体の耕地面積と生産量を推計す
る。さらに省政府は県のデータをもとに，また中
央政府は省のデータをもとに，それぞれ耕地面積
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と生産量の推計を積み上げていった。
　ここに見られるように，査田定産の調査方法は
全面（悉皆）調査ではなくサンプル調査である。
したがって，実態と数字とがある程度乖離するこ
とは免れなかった。にもかかわらず，各地の度量
衡を統一し，全国で同一手順にのっとって調査が
実施されたという点で，査田定産は中国史上初め
ての画期的な土地調査事業だったと言える。
　さて査田定産の結果，逃税のために隠されてい
た耕地や，低く報告されていた収量が，政府によっ
て捕捉されることになった。その結果，従来地方
ごとに作成されていた農業統計と，査田定産以降
の農業統計との間には大きな懸隔が生じることに
なった。この懸隔を埋めるべく行われたのが，統
計数字の修正である。例えば上海近郊農村の統計
数字を例にとると，図 2に示されるように，1952

年の統計数字にうまくつながるように，1950年
の統計数字が修正され，結果としてこの地の食糧
生産量は，従来よりも 26％も多い数字に書き換
えられることになった（表 1）。
　土地改革は一般に，中国共産党の行った政策の

なかでも特に成功を収めたものとして称揚される
傾向がある。というのもこの政策は，農民が自分
の土地を得たことによって生産へのインセンティ
ブを強く持ち，その結果未曽有の大増産を中国に
もたらした，と考えられているからである。しか
しながら，この時期に統計数字の上方修正が行わ
れたという事実は，土地改革の「増産神話」を根
底から揺るがすことになる。この操作によって，
実態としての生産量は増えなかったとしても，統
計数字は大幅に上昇したからである。土地改革が
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資料：国家統計局国民経済綜合統計司編『新中国六十年統計資料彙編』中国統計出版社，
2010，36 頁。

図 1　中国の耕地面積（千 ha）

図 2

表 1　上海市郊外の食糧統計（1950年）

松村（2007）。

ha 36,893 38,699 5%

kg/ha 987 1,184 20%

t 36,408 45,818 26%
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農業生産を引き上げる役割を果たしたのか否か
は，多くの学者が注目するテーマであるが，筆者
は統計調査のあり方や統計の作成方法という面か
ら見て，両者の因果関係には甚だ懐疑的である。

大躍進政策と農業統計調査（1950年代末）

　1958年，毛沢東の呼びかけにより，農工業の
増産を目指す大躍進政策が開始された。実態とは
乖離した高い目標を掲げるこの政策により，従来
の統計制度は崩壊することになる。
　中国では 1950年代前半に統計機構が徐々に整
備されていった。1952年に成立した国家統計局
は，県政府に自らの派出機構を設立し，各部署が
作成する業務統計を収集・分析させたうえで統計
数字を確定した。このように統計局は実際の統計
調査に着手しなかったものの，時には矛盾する各
部署のデータを吟味・勘案のうえ数字を確定する
役割を担っていた。
　1958年，大躍進政策が開始すると，中央や省
など上層のレベルで設定された増産目標は，地方
へと細分化されつつおろされていった。末端の地
方政府は，生産目標を達成するために「進度統計」
を作成する必要に迫られ，このことが契機となっ
て統計数字を確定する権限が国家統計局から地方
政府へと移譲された。こうして，数値の妥当性を
チェックする統計局の機能は失われることになっ
た。
　その結果，過大な生産目標に対して，地方政府
が（虚偽の）超過達成報告を行い，これを受けて
さらに生産目標が上乗せされるという悪循環が生
まれた。そして過大に報告された生産量に基づ
き，土地税（現物）と農産物の国家売り渡し量が
決定され，その結果農村は甚大な飢饉に見舞われ
た。正確な統計は存在しないものの，少なくとも
2000万人以上の人々が飢餓や栄養失調により死
亡したとされる。
　表 2のうち，薄い灰色で塗られた数字は，食糧
生産に関する当時の中国の公式発表統計である。
1957年から 58年，58年から 59年と生産量が大
幅に伸びている。しかし既述の通り，この数字は，

増産目標に追い立てられた地方政府によって過大
申告された数値の集大成である。したがって，大
躍進政策が多数の餓死者を出して失敗に終わった
ことが明らかになると，食糧生産統計も改めて修
正される必要があった。幾度かの修正ののち現在
の中国の公式統計となるのが，表 2の濃い灰色で
塗られた数字である。奇しくも，大躍進当時にア
メリカが推計していた値と近似していることがわ
かる。
　1960年代以降，大躍進政策に対する批判と反
省がひとしきり行われ，統計機構も再建されるに
至った。ただしその後の農業統計も，基本的には
サンプル調査に基づく推計という従来の方法が踏
襲され，実態把握の精確度が増すことはなかった。
以上を鑑みるに，こと中国史研究については，統
計を安易に信じることの危険性を，いくら強調し
てもしすぎることはない。統計を用いる際は「誰
が，どのような目的に基づき，どのような手順で
調査したか」を常に念頭に置く必要があるといえ
る。
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